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て
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こ
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昨
年
は
、
八
月
の
数
回
に
わ
た
る
台
風
の
上
陸
や
温
帯
性
低
気
圧
に

よ
る
大
雨
が
道
内
全
域
を
襲
い
、
河
川
の
氾
濫
な
ど
全
道
各
地
で
自
然

災
害
が
頻
発
し
、
一
次
産
業
や
住
民
の
生
活
へ
の
被
害
は
甚
大
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
同
じ
仕
事
仲
間
の
上
川
南
部
地
域
の
南
富
良

野
町
幾
寅
、
・
・
・
道
の
駅
め
ぐ
り
や
友
人
が
勤
務
す
る
施
設
へ
の
出

向
き
な
ど
思
い
出
の
地
域
の
被
災
状
況
を
Ｔ
Ｖ
・
新
聞
で
見
る
に
つ
け

て
、
施
設
利
用
者
様
の
安
全
確
保
の
た
め
、
そ
の
後
の
復
旧
に
向
け
て

の
現
地
で
の
ご
苦
労
は
、
私
た
ち
が
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
の
ご
苦
労
が

あ
っ
た
（
あ
る
）
も
の
と
思
い
ま
す
。
 

　
九
月
中
旬
の
十
勝
・
帯
広
方
面
へ
の
旅
（
園
の
行
事
）
、
窓
か
ら
見

る
道
々
の
河
川
や
畑
地
の
被
害
状
況
を
眼
に
し
た
と
き
、
一
歩
づ
つ
、

早
い
復
旧
が
進
む
よ
う
に
祈
る
ば
か
り
で
し
た
 

  
施
設
所
在
地
の
札
幌
市
内
で
は
、
十
一
月
初
旬
と
十
二
月
の
上
旬
と

も
「
数
十
年
ぶ
り
の
記
録
」
と
の
文
字
が
躍
る
暴
風
・
豪
雪
に
よ
る
市

電
の
運
行
停
止
や
「
す
ご
い
ね
」
「
大
変
だ
ね
」
の
言
葉
が
あ
い
さ
つ

代
わ
り
に
な
る
よ
う
な
街
の
状
況
に
市
民
の
皆
さ
ん
が
苦
労
さ
れ
た
年

末
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
道
内
の
ス
ポ
―
ツ

界
で
の
た
く
さ
ん
の
出
来
事
が
私
た
ち
を
元
気
づ
け
て
く
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
―
ズ
の
日
本
一
奪
還
、
コ
ン

サ
ド
―
レ
の
Ｊ
１
復
帰
と
高
校
球
児
の
舞
台
「
甲
子
園
」
で
の
「
北
海

高
校
の
準
優
勝
」
な
ど
等
。
今
年
も
沢
山
の
元
気
と
勇
気
を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
よ
う
に
　
〝
応
援
、
応
援
〞
を
い
た
し
ま
し
ょ
う

 
新
し
い
年
（
酉
年
）
を
迎
え
て
、
何
時
も
施
設
へ
の
応
援
、
利
用
者

へ
の
心
遣
い
を
い
た
だ
い
て
い
る
町
内
会
の
新
年
会
に
参
加
い
た
し
ま

し
た
。
突
然
、
今
年
も
「
ダ
ン
ボ
―
ル
・
リ
ン
プ
ル
、
キ
ャ
ッ
プ
を
持

っ
て
い
き
ま
す
よ
」
の
声
を
い
た
だ
き
、
お
礼
の
言
葉
で
新
年
の
あ
い

さ
つ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
や
毎
週
一
日
を
施
設
の
ボ
ラ
ン

ン
テ
イ
ア
で
訪
れ
て
く
れ
て
い
る
保
護
者
会
の
皆
様
の
応
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
そ
し
て
、
関
係
諸
団
体
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご

支
援
を
大
切
に
、
職
員
一
同
、
よ
り
力
を
合
わ
せ
て
、
利
用
者
様
の

日
々
を
大
切
に
、
楽
し
く
、
元
気
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
 
 

  
南
成
園
便
り
（
冬
号
）
の
発
刊
に
あ
た
り
ま
し
て
、
本
年
も
、
皆
様

の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す

平
成
二
九
年
一
月
吉
日



南成園だより 冬号

平成28年度 55号



南成園だより 冬号

平成28年度 55号

（平成28年7月18日実施）

（平成28年8月5日実施）



南成園だより 冬号

平成28年度 55号平成28年度 55号

（平成28年8月12日実施）

（平成28年8月16日実施）



南成園だより 冬号

平成28年度 55号平成28年度 55号

（平成28年8月18日実施）

（平成28年8月28日実施）



南成園だより 冬号

平成28年度 55号平成28年度 55号

（平成28年9月10日実施）

（平成28年9月25日実施）



南成園だより 冬号

平成28年度 55号

（平成28年9月20日実施）

（平成28年10月29日実施）

（平成28年11月2日実施）



南成園だより 冬号

平成28年度 55号

（平成28年11月3日実施）

（平成28年11月6日実施）

（平成28年11月23日実施）



南成園だより 冬号

平成28年度 55号

（平成28年11月26日実施）

（平成28年12月3日実施）



1 日目1日目平成28年9月14日・15日・16日



2 日目



3 日目



1 日目平成28年10月6日・7日



2 日目





おいしく食べて健康になる(^o^)／ 

　「食後に別腹でおやつを毎日食べていたら4Kgも体重が増えちゃった」「ご飯もお肉もついつい美味しくて

お腹いっぱい食べちゃった・・・お腹回りが大きくなってきたぞ」 

　「有名ラーメン店に行ったらスープもメチャクチャ美味しくて飲み干してしまった！ 

　　最近、血圧高めなんだよなあ・・」などなど、ひとつやふたつ・・もしかすると全部思い当たる方もいら

っしゃるかもしれませんね！健康診断でコレステロールが高い、血圧が高い、太り過ぎですなど「あなたはメ

タボリックシンドロームです」または「メタボ予備軍です」と指摘された方も少なくないと思います。そして

いつの時代も変わらず話題になるダイエット！！古くは紅茶きのこダイエット、酢大豆ダイエット、りんごダ

イエット、コンニャクダイエットなど多様なダイエットがブームになり、最近では糖質ダイエットも聞かれる

ようになりました。カロリーゼロ（オフ）のチョコレートやコーラ、糖質オフのビール、糖尿病用１単位

80Kcalのアイスクリームなど、エネルギ－や脂質を抑えた食品も数多く出回っています。 

　栄養指導では、身体計測（身長・体重）でBMI(体格指数)を算出し、血液検査結果などの健康情報等を基に

年齢、性別、身体活動により目標を定め、食事摂取基準に基づいた必要栄養量を決定し食事を提供します。必

要栄養量はエネルギー、蛋白質、脂質、炭水化物、食物繊維、ビタミンＡ・Ｄ・Ｅ・Ｋ・Ｂ１・Ｂ2・Ｂ６・Ｂ

12、Ｃ、カルシウム、鉄、ナトリウム(食塩相当量)など細かく決定されます。その決定された栄養量を食品に

置き換え食事として提供するのが栄養士の仕事となります。 

    そしてからだを構成している栄養素のバランスが崩れることで、生活習慣病のリスクが高まってしまうので

す。もちろん、食事だけではなく摂取エネルギーと消費エネルギーのバランスを調えるための適度な運動、栄

養素の吸収を高めたり阻害する食品や食べ方、今では食べる順番や時間まで影響を与えるといわれています。 

　栄養とは「生物が外界から必要な物質を取り入れ、それを利用して組織修復、成長、活動などの生活現象を

営むこと、すなわち生体が食物を利用する過程でみられる生体と食物の相互作用のすべてを含む。」と定義さ

れています。それはつまりヒトは生命を維持したり、成長したり、運動をしたり、考えたりと毎日様々な活動

を営んでいますが、そのために、食物を摂取することで適切な成分を取り込み、消化・吸収し代謝を経てエネ

ルギ－源を得て、からだの構成成分を作ったり、からだの代謝調節を行なっています。この一連の過程を栄養

と言っています。この栄養によって生じる身体の状態を栄養状態といい、その良否は発育発達、健康の保持・

増進、疾病の予防や治療、生活の質(QOL）などの健康状態に深く関わっています。 

　食事摂取基準では健康の維持・増進や生活習慣病の一時予防を目的に各栄養素毎に適正範囲が示されていま

す。次回の給食だよりから数回に渡り、それぞれの栄養素について、具体的な食べ方とともにお伝えしていき

たいと思います。（渡部）







ご厚志に心から感謝申し上げます

南成園だより 冬号

平成28年7月1日〜平成28年12月末日現在

【寄付者御芳名】

・渡辺惠 様 ・南成園保護者の会様

・奈良祐次 様

・工藤良造 様

【寄贈者御芳名】

・西野昭司 様

・柴田三男 様

・塚本又四郎様

・佐藤浩一 様

・大友純子 様・松田俊勝 様

・古井義美 様

・淺石邦子 様 ・佐藤廣憲 様

・理容室うの 宇野京子様

・安岡雅夫 様 ・安岡美矢子様 ・中村三恵子様

・田村禮子様

・千葉真治 様

・内山仁一 様

・田村芳子様

・藤田順子 様

・南成園保護者の会様

・木村絵梨 様

・奈良真澄 様

・浜口道子 様

・中村君恵様

・北清美代子様

・池島敏彦 様

・田村禮子様

・株式会社 ミューテ 様

・山崎建設工業株式会社様

・板谷土建株式会社様



縫工班

古紙班

木工班
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社会福祉法人 豊寿会 指定障がい者支援施設
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TEL:011-572-7071 FAX:011-572-7073
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◯指定障害福祉サービス事業所 晩生内ワークセンター
061-0600 樺戸郡浦臼町字晩生内227ー44  
TEL:0125-69-2211 FAX:0125-69-2213

  寒さも厳しくなってまいりましたが、いかがお過ごしでしょうか。 
  新年を迎え、昨年までの課題を真摯に受け止め、新たな気持ちで職員一同精進する所存で
ございます。 
  昨年は不甲斐にも、2度の感染症の猛威により寮閉鎖に至り、利用者の方々には多大なる
ご迷惑をおかけしてしまいました。また、全国的にも話題となった、相模原市の悲惨な大事
件も、記憶に新しいところでございます。犠牲となった利用者の方々やその遺族の方々の無
念な想いには、胸を締め付けられます。悲しい事に事件は、元福祉従事者によるものであっ
たことにも、憤りを感じずにはいられませんでした。全国的なニュースとなり世間での福祉
従事者に対する捉えが、どの様なものか想像もつきません。心の闇に飲み込まれてしまった
加害者と、この悲惨な事件を他人事として通り過ぎるのではなく、多くの福祉従事者は利用
者の安泰を願って行動していると証明して行かなくてはならないと考える、この頃でござい
ます。 
  とはいえ、悲しい話ばかりではなく、昨年はグループホーム事業の体型移行もあり、新設
された2棟のホームで、20名の利用者が新生活を始めております。南成園にも新たな職員が2
名加わり、賑やかになる事を期待しております。 
  常日頃から、保護者様を始めとして、様々な方々からのご理解、ご協力においては深く感
謝しております。今後の『南成園だより』をより一層内容の充実した紙面となる様に、努め
てまいりたいと考えております。 
  ご意見、ご要望がございましたら、是非ともご遠慮などなさらずに、担当までお寄せくだ
さい。 
  今後とも宜しくお願い申し上げます。 
          編集担当:松川、高田




